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平成 23 年６月期個別業績における前期実績との差異に関するお知らせ 

 
 当社は、平成 23 年６月期（平成 22 年７月１日～平成 23 年６月 30 日）の個別業績について、

平成 22 年８月 11 日付当社「平成 22 年６月期決算短信」にて発表いたしました前期個別実績

と差異が生じましたので、下記の通りお知らせいたします。 

 
記 

１．平成 23 年６月期個別業績における前期実績との差異 

通期（平成 22 年７月１日から平成 23 年６月 30 日まで）    

 （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前期実績（A） 159 △24 △12 △297

今期実績（B） 188 18 18 45

増減額（B－A） 29 42 30 342

増減率（％） 18.2 － － －

 

２．差異の理由 

 売上高、営業利益及び経常利益につきましては、連結子会社からの経営指導料の増加及び諸

経費の節減が主要因で前期を上回っております。 

当期純利益につきましては、前期実績において、元連結子会社である北日本化学株式会社関

連で、同社への貸付金に対して貸倒引当金繰入額 142 百万円及び同社の金融機関からの借入金

等に対して連帯保証している保証債務の全額 143 百万円をそれぞれ特別損失として計上してい

たことにより大幅な損失額を計上していましたが、今期実績においては同社に対する損失処理

は完了したこと、また、平成 24 年６月期より連結納税制度の適用を受けることにつき国税庁

の承認を受けており、これにより回収可能であると判断できる将来減算一時差異の繰延税金資

産への計上額が増加したこと、により前期から大きく改善したものであります。 

 

以上 


